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令和７年度 高崎市社会福祉協議会事業報告 

 

国内では人口構造の変化や社会経済状況の影響、地域課題の複雑化など、

多様な要因が重層的に作用し、地域の暮らしに大きな影響を及ぼす状況が続

き、さらに高齢化の進展により、ひとり暮らしや高齢者のみの世帯が増加し、

日常生活の見守りや支援、権利擁護等のニーズが高まっています。地域のつ

ながりが希薄化する中で、住民同士が自然に声を掛け合い、支え合える関係

づくりが求められており、地域の力を活かした取組みの重要性が増していま

す。 

また、所得環境の改善は見られるものの、国内外の要因に伴う物価高騰が

続き、市民生活に深刻な影響を及ぼし、特に低所得世帯、ひとり親家庭、高

齢者世帯において生活の不安定化を招いています。 

そうした中、本会は、地域福祉の中核を担う組織として、その役割や使命

を踏まえ、高崎市や多種多様な関係機関・団体等と連携協力して、事業を展

開してまいりました。 

特に、認知症高齢者など判断能力が不十分な人への支援ニーズも増加し、

権利擁護や金銭管理支援の必要性が高まる中、成年後見制度との連携や身元

保証、死後事務など、地域で安心して暮らし続けるための支援のあり方につ

いて検討を進めています。 

在宅福祉サービスでは利用者の減少に加え、物価高騰等による運営コスト

の上昇が経営面の課題を深刻化させています。また、指定管理施設の運営に

おいては、新たな指定管理期間を迎えるにあたり、持続可能な人員等運営体

制の見直しを行い、今後も継続的に見直してまいります。 

以上、令和７年度事業は、社会情勢や市民ニーズに対応しつつ、一層の充

実を図り、法人運営の透明化や組織の強化を推進するとともに、経営全般の

健全化にも努めてまいりました。 
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１ 法人の運営 

（１）理事会・評議員会等開催状況 
会議名 開催日 会 場 議     題 

監 事 会 7年5月20日 福祉団体室 令和6年度社会福祉法人高崎市社会福祉協議会事業報告 
並びに社会福祉事業、公益事業及び収益事業決算監査 

第1回 

理 事 会 

7年6月10日 会議室4 報告 
 第 1号 会長及び常務理事の職務執行状況について 
第 2号 専決処分の報告について 

議案 
 第 1号 令和6年度社会福祉法人高崎市社会福祉協議会 
     事業報告及び決算 
 第 2号 令和7年度社会福祉法人高崎市社会福祉協議会 

収支補正予算（第1号） 
 第 3号 理事及び監事候補者の選考について 
 第 4号 定時評議員会の開催について 

定時評議員会 7年6月25日 たまご 

ホール 

報告 
 第 1号 専決処分の報告について 
議案 
 第 1号 令和6年度社会福祉法人高崎市社会福祉協議会 
     事業報告及び決算 
 第 2号 令和7年度社会福祉法人高崎市社会福祉協議会 

収支補正予算（第1号） 
第 3号 理事及び監事の選任について 

第2回 

理 事 会 

7年6月25日 会議室4 議案 
第 5号  会長、副会長及び常務理事の選定について 

 第 6号 評議員選任候補者の推薦について 
第 7号 評議員選任・解任委員の選任について 
第 8号 評議員選任・解任委員会の開催について 

第1回 

評議員選任･ 

解任委員会 

7年6月25日 会議室4 議案 
 第 1号 評議員の選任について 

第3回 

理 事 会 

8年3月17日 会議室4 報告 
 第 3号 会長及び常務理事の職務執行状況について 
 第 4号 専決処分の報告について 
議案   
第 9号 令和7年度社会福祉法人高崎市社会福祉協議会 

収支補正予算（第3号） 
 第10号  令和8年度社会福祉法人高崎市社会福祉協議会 

事業計画及び収支予算 
  第11号 役員の報酬等に関する規程の一部改正について 
  第12号 評議員選任・解任委員の選任について 
  第13号 苦情対応第三者委員の選考について 
  第14号 監事候補者の選考について 
 第15号 令和8年度役員等賠償責任保険の契約の締結に 

ついて 
 第16号 評議員会の開催について  
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会議名 開催日 会 場 議     題 

第2回 

評議員会 

8年3月26日 会議室4 
 
報告 
 第 2号 専決処分の報告について 
議案 

第 4号 令和7年度社会福祉法人高崎市社会福祉協議会 
収支補正予算（第3号） 

 第 5号 令和8年度社会福祉法人高崎市社会福祉協議会 
事業計画及び収支予算 

  第 6号 役員の報酬等に関する規程の一部改正について 
  第 7号 苦情対応第三者委員の承認について 
  第 8号 監事の選任について 
 

 

 

（２）法人の基盤強化 

ア 弁護士による助言・指導 

法律的な係争や問題等に対して、弁護士による助言・指導を受け、適切かつ迅速 

    に問題解決が図れるよう努めた。 

イ 税理士による助言・指導 

法人運営の透明性を高めるため税理士による助言・指導を受け、適正な会計処理 

    に努めた。 

   ウ 社会保険労務士による助言・指導 

     職員が健康で安心して働くことができるよう人事・労務管理の専門家の社会保険 

    労務士から労務管理上の助言・指導を受け、職場のトラブルの解決に努めた。 

   エ 産業医による助言・指導 

          職員の健康管理等を効果的に行うことができるよう、産業医による健康診断結果

に基づく助言や面接指導を受け、さらに安全衛生委員会における講話等を通じて、

労働衛生環境の保持に努めた。 

 

 （３）安全衛生委員会の実施 

    労働安全衛生法に基づき、一定の基準に該当する事業所において安全衛生委員会を 

実施した。 

ア 開 催 回 数     12回 

イ 主な協議内容  職場における熱中症対策の強化、ストレスチェック実施、 

          産業医の講話、感染症予防、メンタルヘルス対策 等 

 

（４）職員の人材育成 

職責や職務内容に応じた外部研修（オンライン形式含む）に計画的に参加したほか、 

内部の現場研修を実施し、職員の資質向上とやりがいのある職場づくりに努めた。 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           

（５）職員の出向 

    本会より高崎市福祉部社会福祉課へ4名、高崎市障害者支援ＳＯＳセンター（ば 

   る～ん高崎）へ2名の職員が出向し、担当業務にあたった。 

 

（６）業務効率化等の推進 

５Ｓ活動とＰＤＣＡ業務サイクルとの連動を根拠とした事業・施設のより適切な運 

用、業務の効率化、経費削減、来所者・利用者の満足度アップに努めた。 
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２ 社会福祉事業 
（１）会員体制（会費収入） 

 本会の目的に賛同する個人、団体及び施設等から納入された会費は、ふれあいサロン

や地区社協への助成、法外援護等へ支出するなど、地域福祉の向上のために活用した。 

 

ア 一般会費                             

 町内会数 
6年度 7年度 

世帯数 会費収入 世帯数 会費収入 

本所 342 118,811世帯 11,818,264円 119,233世帯 11,260,705円 

倉渕 8 1,200世帯 222,200円 1,187世帯 219,600円 

箕郷 41 7,683世帯 1,263,000円 7,715世帯 1,260,000円 

群馬 30 18,161世帯 2,446,800円 18,339世帯 2,470,400円 

新町 10 4,882世帯 918,200円 4,914世帯 911,200円 

榛名 62 6,798世帯 1,225,800円 6,805世帯 1,217,800円 

吉井 36 8,914世帯 1,360,550円 9,013世帯 1,322,200円 

合計 529 166,449世帯 19,254,814円 167,206世帯 18,661,905円 

 

イ 特別･施設会費、団体会費                                         

区  分 会費収入 備   考 

特別会費 733,060円 

･市長寿会連合会   

･市保護区保護司会  

･市地区更生保護女性会 

･市心身障害者等連絡協議会 

･市ボランティアグループ連絡協議会 

･市民生委員児童委員協議会 

･民生委員児童委員 733名 

施設会費 448,000円 ･保育園64園･社会福祉施設384ｶ所 

団体会費 215,000円 ･地区社会福祉協議会33地区 

合  計 1,396,060円  

 

 

（２）金品等の寄附 

寄せられた寄附金は、その意思を尊重し各種事業に活用するとともに福祉基金 

に積立を行った｡また、寄附物品は施設や団体等に配布し有効に活用した｡ 

 

ア 一般寄附（現金） 

区  分 寄附金額 寄附件数 

善意銀行 2,270,437円 39件 

ふれあいの広場 420,000円 30件 

児童館 80,000円 4件 

おもちゃの図書館 23,695円 1件 

法人運営 162,634円 2件 

合  計 2,956,766円 76件 
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イ 指定寄附（現金） 

区 分 
6年度末 

残  高 
7年度 

金額 
7年度 

件数 
7年度支出 

金額(件数) 
7年度末 

残  高 
備 考 

障害者 85,976,992円 113,391円 2件 
100,000円 

(1件) 
85,990,383円 

障害者団

体へ助成 

高齢者 1,903,596円 3,000円 1件    0円 1,906,596円  

児  童 571,683円 227,755円 7件 0円 799,438円  

その他 78,606円 0円 0件 0円 78,606円  

合 計 88,530,877円 344,146円 10件 
100,000円 

(1件) 
88,775,023円  

利息 

手数料 
― 138,071円 ― 1,155円  136,916円 

障害者区

分へ繰入 

  

ウ 物品の受入れ 

物  品 数  量 備  考 

タオル 7,630枚 クリーニング済中古タオル含む 

その他 － 
紙オムツ、本、玩具、衛生用品、生活用品、 

洗剤、寝具、下着、フロアーマット、文房具 

 

 

（３）共同募金配分金事業 

共同募金推進計画に基づき、高崎市共同募金委員会を通じて本会に配分された 

配分金を地域福祉の充実を目的とした事業に活用した｡ 

 

ア 共同募金配分金                                    

社協配分金額 配分金内訳 摘    要 

11,425,000円 
6,437,907円 ふれあいサロン助成金 

4,987,093円 社協広報発行費用（3回分） 

 

イ 歳末たすけあい募金配分金                           

配分金額 摘    要 

1,033,000円 
生活困窮者支援団体助成 

フードドライブ事業 

 

 

（４）地区社会福祉協議会活動の推進 

    地区社会福祉協議会は、地域住民が自分たちの生活する地域の福祉課題やニー

ズを主体的に捉え問題解決に向け自発的に取組む組織で、区長、民生委員児童委

員、ボランティア等が中心になってさまざまな活動を通じて、市内33全地区で地

域福祉づくりを進めている｡ 
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   主な活動実績                              

活動区分 主な内容 

研修会等 サロン情報交換会など 

見守り活動 
友愛訪問､一声かけ運動、ひとり暮らし高齢者友愛事業、防犯パト 

ロールなど 

その他の活動 
高齢者に寄せたメッセージ冊子の作成、地区社協だより発行、 

小地域福祉活動支援、団体事業助成など 

 

 

（５）高齢者や子育てサロン活動への支援 

高齢者のふれあい･いきいきサロンや、ふれあい・子育てサロンを新規で立ち上げ 

るための相談や情報の提供、活動メニューに対する相談支援、活動費に対する助成な 

どの支援を行った｡ 

 

ア ふれあい･いきいきサロン活動費の助成 

 サロン数 助成金 摘要 

6年度 336ヵ所 14,028,000円 

42,000円×332ヵ所、38,500円×1ヵ所 

24,500円×1ヵ所、14,000円×1ヵ所 

7,000円×1ヵ所 

７年度 346ヵ所 14,500,500円 42,000円×345ヵ所、10,500円×1ヵ所 

 

イ ふれあい･子育てサロン活動費の助成 

   サロン数 助成金 摘要 

6年度 21ヵ所 882,000円 42,000円×21ヵ所 

7年度 20ヵ所 840,000円 42,000円×20ヵ所 

 

 

（６）｢社協たかさき｣の発行 

地域住民に広く事業の周知及び社会福祉に対する啓発を行い、本会と地域住民 

が連携を密にして社会福祉の向上を図ることを目的に広報を発行した｡ 

 

発行状況 

項    目 回数 発行日及び部数 

発 行 回 数 4回 

7月1日号 (第104号) 167,800部 

10月1日号 (第105号) 168,500部 

12月1日号 （第106号）168,200部 

3月1日号 (第107号) 168,300部 

 

 

（７）福祉バスの運行 

地区社会福祉協議会や民生委員児童委員協議会、登録のボランティア団体等が 

   研修会等でバスを使用し、社会福祉の増進に寄与することを目的に本所、群馬支 

所で福祉バスを運行した。 
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団体利用状況 

区 分 市社協 地区社協 民児協 福祉団体 
ボランテ

ィア団体 
合計 

本所 
回数 1回 65回 4回 1回 6回 77回 

人員 20人 1,527人 113人 37人 149人 1,846人 

群馬 
回数 0回 50回 0回 2回 4回 56回 

人員 0人 782人 0人 35人 53人 870人 

 

 

（８）フードドライブ事業 

「もったいないをありがとうへ」をスローガンに企業や法人等に呼びかけ、家庭で 

余っている食品を募り、食料の確保が困難な団体や子ども食堂、生活困窮者支援を行 

う団体に寄附を行った。 

 

ア 社協窓口受付及び配布状況 

・寄附数 9,972点（175件）の食料品を受入れた。 

・生活困窮者支援8団体や子ども食堂1団体(計9団体)に配布を行った。 

 

 

（９）法外援護  

無銭旅行者援護費の貸与や、罹災した世帯へ火災の見舞金として支給を行った｡ 

 

法外援護支給状況                 

区  分 支給件数 返済件数 

無銭旅行者 

援護費 

本 所 23件 8件 

新 町 1件 1件 

吉 井 0件 0件 

計 24件 9件 

罹災援護 全 域 16件 ― 

 

 

（10）子育て支援事業(箕郷) 

0歳から3歳までのお子さんと保護者を対象に、親子で自由に遊べる場所「ひま 

わり」を毎月2回（毎月第1･3火曜日）開催した。ベテランのボランティアによる

見守りの中、安心して活動に参加でき、保護者同士の交流の場、情報交換の場に

もなっている。 

ア 開 催 回 数            23回 

イ 参加延人数      285組（602人） 

ウ ボランティア延人数  98人 

エ 内   容            おやこ体操、読み聞かせ、写真、撮影会、専門職の 

講話、おもちゃ遊び、身長・体重計測、季節行事

（七夕、クリスマス会、お雛様）など 

 

（11）地域の会議への参加 

高齢者あんしんセンターが主催する地域の会議や、高崎市が推進する生活支援体制 

整備事業の第2層協議体会議に担当職員が参加し､住民や関係機関等が行うニーズ把握 
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や支え合いの仕組みづくりに協力した｡ 

 

参加状況 

 本所 倉渕 箕郷 群馬 新町 榛名 吉井 計 

6年度 249回 11回 12回 18回 12回 12回 15回 329回 

7年度 294回 6回 23回 22回 12回 14回 11回 382回 

 

 

（12）受託事業 

ア 第48回たかさき市民福祉大会（高崎市と共催） 

市民が共に支え合い、住み慣れた地域で安心して暮らせる福祉のまちづくりを推 

進することを目的として、式典と講演を実施した。 

なお、式典では永年、福祉分野におけるボランティアとして貢献された方々や社 

会福祉事業に多額の金品をご寄附いただいた方への表彰及び地域の福祉増進に努め 

られた団体に感謝状を贈呈した。 

 

㋐ 実 施 日  令和8年2月7日（土） 

㋑ 会  場  高崎市文化会館 

㋒ 内  容  第1部 【式典】 高崎市福祉ボランティア顕彰 

                 高崎市社会福祉協議会会長表彰及び感謝 

        第2部 【講演】 演題 暮らしに役立つお天気の話 

                 講師 気象予報士・防災士 平井 信行 氏 

㋓ 受賞者数  高崎市福祉ボランティア顕彰   個人 9人、団体 9団体 

         高崎市社会福祉協議会会長表彰  個人 2人、団体 7団体 

            同 上    会長感謝       団体 2団体 

 ㋔ 参 加 者  一般市民、地区社協関係者、民生委員児童委員、ボランティア等 

 ㋕ 参加人数  500人 

 

イ 吉井東学童保育クラブ（吉井） 

保護者が仕事等により昼間留守になる家庭の児童を対象として、遊びや生活 

の場を提供し、放課後児童の健全育成を行った｡ 

利用状況 

 開所日数 在籍数 年間利用延人数 

6年度 253日 31人 4,327人 

7年度 251日 30人 4,300人 

 

ウ 子育てＳＯＳサービス事業 

高崎市から受託した「高崎市子育てＳＯＳサービス事業」として、妊娠期か 

ら就学前児童の保護者の精神的・身体的負担の軽減のため、要請に基づいて 

ヘルパーを派遣し、育児・家事等の必要なサービスを行った｡ 

 また、令和8年1月より電子決済サービスによる利用料支払いを導入した。 

 

利用状況                 

 利用者世帯 年間利用延人数 

6年度 265世帯  3,473人 

7年度 297世帯 3,491人 
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エ 女性元気サポート事業 

生活や仕事、子育て、介護、 ⅮⅤ被害などの悩みや不安を抱える女性を支援す 

るため、関係団体と協働し、相談窓口の開設や生理用品の配布、居場所の提供を行 

った。 

 

   相談等状況 

 相談受付 

件   数 

同行支援 

件  数 

生理用品 

配布件数 

居 場 所 

開催回数 

居 場 所 

参加人数 

6年度 217件 1件 360件 12回 80人 

7年度 200件 0件 312件 12回 43人 

 

 

（13）福祉ボランティアの町づくり事業 

市民がともに手を取り合い心のふれあうまちづくりを推進するため、ボランテ 

ィアセンターを運営し、各種ボランティア講座の開催や啓発行事の実施、情報提 

供、ボランティアコーディネートを行いボランティア活動の活性化を図った｡ 

 

ア 主催行事等  

期 日  行 事 名 内 容 会 場 参加者 

8月26日 ボランティア講座 

高齢者等買物代行事業のさらな

る充実のため「買物代行ボラン

ティア研修会」を開催した。 

市総合福祉 
センター 

16人 

10月25日 
第39回高崎ふれあい

の広場 

地区社会福祉協議会、ボランテ

ィアグループ、福祉団体、各種

団体、行政等が一堂に会し、心

ふれあう町づくりを推進するた

めに広場を催した。 

もてなし広場 3,000人 

 

イ ボランティア相談・コーディネート 

ボランティアセンターに寄せられた相談に対応し、助言や情報提供を行った。 

また、ボランティアを必要とする団体や施設からのニーズを受付け、ホームペー 

ジへの掲載やコーディネートを行った｡ 

 

                                   6年度 7年度 

相談件数 408件 381件 

ニーズ受付数 39件 44件 

 

ウ ボランティアグループ登録状況 

市内で活動するボランティアグループの登録を受付け、活動状況を把握した｡ 

 

                        6年度 7年度 

グループ数 182団体 182団体 

人   数 6,684人 6,567人 

 

 



 

 

 

- 10 - 

 

エ ボランティアグループ活動補助金の交付 

社会福祉活動の増進を目的として市内で活動するボランティアグループに対して、 

活動費の一部を補助した｡ 

 

 補助団体数 金 額 

6年度 62団体 1,169,400円 

7年度 65団体 1,125,350円 

 

オ 車いす等対応車両貸出サービス事業 

高齢者や障害者の通院、通所、買物などの日常生活や､家族旅行や冠婚葬祭な 

どの外出を支援するため、車いす等対応車両の貸出サービスを実施した｡ 

 

貸出件数                                                  

 本所 箕郷 群馬 新町 榛名 吉井 合計 

6年度 94件 114件 69件 66件 71件 74件 488件 

7年度 73件 92件 93件 74件 40件 72件 444件 

 

カ 福祉用具貸出事業（車いすの貸出） 

一時的に車いすが必要な方に対して、車いすの貸出を行った｡ 

 

車いす貸出申請件数(団体貸与含む)                               

 本所 倉渕 箕郷 群馬 新町 榛名 吉井 合計 

6年度 215件 4件 56件 72件 15件 46件 44件 452件 

7年度 244件 8件 27件 60件 27件 37件 42件 445件 

 

キ 福祉教育の推進 

福祉教育を推進する中で幼少期や児童期に福祉への理解と関心を高めること 

    が期待されている｡依頼のあった学校等に、福祉用具の貸出や職員が出向いての 

    体験実施の協力を行った｡ 

(単位:回) 

区分 貸出・講師派遣数 内    容 

本所 

小学校        40 

大学・短期大学 2 

福祉施設等     7 

車いす貸出、高齢者疑似体験用具貸出、簡易点字器 

貸出、アイマスク貸出 

車いす体験学習､高齢者疑似体験学習、ブラインド 

ウォーク体験学習、福祉講話、赤い羽根教室協力 

箕郷 小学校      2 高齢者疑似体験学習、車いす体験学習 

群馬 
小学校        12 

大学      1 

車いす貸出、高齢者疑似体験用具貸出、アイマスク 

貸出、車いす体験学習、高齢者疑似体験学習、 

ブラインドウォーク体験学習、災害講話 

新町 
小学校         1 

大学       2 

新町長寿センター施設見学、高齢者疑似体験学習、 

高齢者疑似体験用具貸出 
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榛名 小学校         6 車いす体験学習、ブラインドウォーク体験学習 

吉井 小学校      4 
ブラインドウォーク体験学習、高齢者疑似体験学習、 

車いす体験学習 

                                    

 

ク 買物困難者等への支援 

㋐ 高齢者等買物代行事業 

日常的な買物に困難を抱えている高齢者等を対象に、登録ボランティアによる 

日常生活用品の買物を代行する高齢者等買物代行事業を実施した｡ 

利用者それぞれの状況に合わせてボランティアとのマッチングを行い、週に1 

     回から月に1回の頻度で買物代行を実施した｡ 

利用者と定期的に顔を合わせるボランティアならではの気づきが安否確認をは 

じめ、その他の生活課題の把握へつながり、その後も行政や高齢者あんしんセン 

ター等と協力、連携しながら他のサービスに繋げていくなどの支援を行った。 

 

実施状況 

項   目 6年度 7年度 

登録ボランティア数  180人(男性37人､女性143人) 192人(男性39人､女性153人) 

利用者登録数 168人 166人 

延べボランティア稼働数 556人 406人 

延べ利用者数 756人 529人 

延べ代行稼働件数 2,972件 1,897件 

 

㋑ 倉渕地域高齢者買い物支援事業 

倉渕地域内の買い物等弱者対策のため、交通空白地有償運送の制度により 

     自宅から倉渕地域内の商店や金融機関、医療機関等まで、有償運転ボランテ 

ィアが送迎するサービスを行った｡ 

 

・運行日時及び運行地域 毎週月～金曜日 9:00～17:00(倉渕全域) 

 

実施状況 

項   目 6年度 7年度 

運転ボランティア数 7人 7人 

利用登録者数 68人 74人 

運行回数 408回 346回 

延べ利用者数 595人 482人 

 

ケ 傾聴ボランティア派遣事業 

日頃から人と接する機会の少ない高齢者に対し、話し相手をしながら時間を共有 

することで、より充実した日常生活を過ごせるよう支援するため、傾聴ボランティ 

アを派遣した｡ 
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実施状況                                    

 地域 合 計 

6年度 
利用者実数 18人 

訪問回数 139回 

7年度 
利用者実数 14人 

訪問回数 99回 

※ 傾聴ボランティア登録者数   66人  

 

コ 各種保険の加入促進 

ボランティア活動中のさまざまな事故による怪我や損害賠償責任を補償するボラ 

ンティア活動保険や行事用保険等への加入を促進するとともに､事故対応等の事務 

手続きを行った｡ 

 

 
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

活動保険 

行事用 

保険 

福祉ｻｰﾋﾞｽ 

総合補償 

送迎 

サービス 

サロン 

保険 
事故取扱 

6年度 6,089人 55件 11件 0件 376件 9件 

７年度 6,275人 51件 13件 0件 409件 13件 

 

サ 収集物の受入れ 

学校や企業、団体等から寄せられたエコキャップ等の収集物を受入れ､有効に活 

    用した｡ 

品目 数量等 活用内容 

エコキャップ 1,695㎏ 
回収業者を通じて換金され、世界の子どもにワクチン

を送る運動に協力 

使用済み切手 
段ボール箱

1箱 

県内の障害者福祉施設に送り、利用者の余暇活動の制

作材料として活用 

アルミ缶プルタブ 40㎏ 
換金し、本会の車いす貸出事業用の車いす購入費用と

して積立 

 

シ 災害時に向けた取組み 

・学校法人群馬パース大学との連携事業として、市内で災害が発生し、災害ボラン 

ティアセンターの設置が決定となった際を想定した災害ボランティアセンター設 

置訓練を行った。 

・内閣府主催の令和7年度避難生活支援リーダー／サポーター研修へ職員１名が参 

 加した。 

 

 

（14）生活福祉資金貸付事業 

ア 生活福祉資金 

関係機関と協力し、援助が必要な低所得者世帯等に資金貸付や相談支援を行った｡ 

また、生活困窮者自立相談支援事業における支援調整会議は書面にて開催された。 

なお、市において、生活保護申請者で緊急的に一時的な生活費を必要とする方に 

貸付を行う、つなぎ資金貸付事業では、市に原資を預けている。 

・支援調整会議出席回数   7回 
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生活福祉資金貸付件数と金額（特例貸付を除く） 

  貸     付 

件数 金    額 

6年度    61件    51,658,000円 

7年度    36件    31,278,000円 

・つなぎ資金貸付件数  12件（貸付金額96,000円） 

 

 

（15）日常生活自立支援事業 

高崎市に在住する認知症高齢者や知的障害者､精神障害者など判断能力の不十分 

な人を対象に、契約に基づき日常的な金銭管理の援助や通帳･印鑑の預かり等を適 

切に行った｡ 

 

ア 相談件数    

      6年度 7年度 

認知症高齢者 3,435件 3,662件 

精神障害者 3,091件 3,935件 

知的障害者 952件 1,227件 

その他 0件 0件 

合     計 7,478件 8,824件 

 

イ 契約状況及び課税状況の内訳          

 
契約締結件数 実利用者件数(3月末現在) 

6年度 7年度 6年度 7年度 

認知症高齢者 38件 19件 85件 77件 

精神障害者 12件 14件 56件 61件 

知的障害者 11件 7件 35件 37件 

合     計 61件 40件 176件 175件 

課税世帯 6件 1件 8件 7件 

非課税世帯 28件 18件 78件 75件 

生活保護世帯 27件 21件 90件 93件 

合     計 61件 40件 176件 175件 

 

ウ 生活支援員登録者数 28人(任期:令和5年4月1日～令和8年3月31日) 

 

エ 生活支援員雇用者数 28人 

 

 

（16）介護保険居宅介護支援事業・介護予防支援事業 

ア 介護や支援を必要としている高齢者が、心身の状況や置かれている環境、希望に 

応じて、適切な介護サービスが利用できるように、介護計画の作成や必要な関係機 

関との連絡調整を行った。また、６年度の介護保険法の改定により、市町村からの 

指定を受けて新たに介護予防支援事業を行うとともに、市内居住者の介護保険の認 

定調査を行った。 
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事業所別実施状況        

 
中央居宅介護支援センター 

6年度 7年度 

居宅介護支援 2,351件 2,366件 

介護予防支援 280件 389件 

受
託 

介護予防プラン 14件 0件 

介護予防ケアマネジメント 202件 238件 

要介護認定訪問調査 65件 111件 

※ 受託介護予防プランは、介護予防支援に移行 

 

イ 高齢者が自立した生活ができるよう、あんしんセンターが、要支援１・２と認定

された方及び事業対象者の計画書を作成した｡ 

 

プラン等作成状況 

サービス種類 項 目 区分 6年度 7年度 

介護予防支援 予防プラン作成数 
直営 167件 132件 

委託 993件 884件 

介護予防 

ケアマネジメント 
総合事業プラン等作成数 

直営 181件 146件 

委託 1,067件 1,100件 

 

 

（17）介護保険等訪問介護事業 

ア 介護保険サービス 

ホームヘルパーが利用者宅を訪問し、身体介護や生活援助等を行った｡ 

 

事業所別実施状況(延人数)   

 
中央訪問介護センター 

6年度※3 7年度 

訪問介護 ※1 607人 643人 

介護予防訪問 

介護相当※2 
795人 482人 

※1 対象者は要介護認定者 

※2 対象者は要支援認定者及び総合事業対象者 

※3 北部訪問介護センター統合に伴い、同センター地域の件数を含む。 

 

 

（18）介護保険等通所介護事業 

利用者に食事や入浴等の介護サービスや機能訓練を行った｡ 

 

事業所別実施状況(延人数)             

 

群馬デイサービス   

センター 

吉井デイサービス   

センター 

6年度 7年度 6年度 7年度 

通所介護 208人 212人 228人 217人 

介護予防通所介護 ※ 95人 36人 39人 34人 
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※ 介護予防･日常生活支援総合事業の予防通所介護相当サービスが含まれる｡対象者 

 は要支援認定者及び総合事業対象者（高齢者あんしんセンターの基本チェックリス 

トによる審査によって該当した方） 

 

 

（19）障害者総合支援訪問介護事業 

ア 障害福祉サービス 

日常生活に支障のある障害者(児)の家庭に､ホームヘルパーを派遣し、自分で 

できる事はしてもらい、できない事を支援することにより、障害の状況や家族 

の状況等に応じて在宅での生活を援助した｡ 

 

事業所別実施状況(延人数)                        

 
中央訪問介護センター 

6年度※3 7年度 

居宅介護 ※1 387人 354人 

同行援護 ※2 45人 46人 

※1 対象者は､身体･精神･知的障害者(児童含む)であり、高崎市より支給決定され 

たサービス支給量の範囲内で契約し、身体介護･家事援助･通院介助サービス等 

を行った。 

※2 対象者は、視覚障害者であり、高崎市より支給決定されたサービス支給量の範 

  囲内で契約し、一緒に買い物や散歩等を行った。 

※3 北部訪問介護センター統合に伴い、同センター地域の件数を含む。 

 

イ 移動支援事業 

指定障害福祉サービス事業所として、高崎市から受託し、市内に居住してい 

る障害者及び障害児を対象に高崎市移動支援事業実施要綱に基づいて、外出支 

援を行った｡ 

 

事業所別実施状況(延人数)                         

 
中央訪問介護センター 

6年度 7年度 

移動支援(受託)※ 13人 14人 

※ 利用者は､主に精神障害者や知的障害者 

 

 

（20）障害者総合支援生活介護事業(基準該当生活介護) 

障害者総合支援法に基づき、地域で生活介護を受けることが困難な障害者に基準該 

当生活介護（デイサービス）として､利用者が自立した日常生活を営むことができる 

よう支援及び介護並びに機能訓練等を行った｡ 

 

・群馬デイサービスセンター 利用者 2人 

 

 

（21）高崎市社会就労センターセルプ楽間 

ア 就労継続支援B型 

一般企業に就労及び適応することが困難な障害を有する方に対し、福祉的就 

労の場や生産活動の機会を提供し、個別支援計画に沿った就労継続支援B型サー 

ビスを通じて利用者の自立支援に努めた｡ 
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㋐ 利用定員          20人（在籍数:15人） 

㋑ 開所日数          242日 

㋒ 延べ利用人数      3，917人 

㋓ 就労支援事業内容 （2チーム体制で実施） 

・組立、分解作業（ダンボール緩衝材、洋菓子用箱、水道メーター等） 

・検品作業（カー用品､アウトドア用品等） 

・パッケージング作業(カーテン部品、ネジ、アウトドア用品、建材、ホビー、 

子供服等) 

・除草作業(公園) 

㋔ 就労支援事業状況 

上記生産活動等により、7,287,347円の売上高を得て、必要経費を控除した 

6,527,613円を利用者に工賃として支給した｡ 

㋕ 利用者の慰労や相互の親睦を図るため、納会を開催した｡ 

㋖ 利用者の健康管理及び防災体制の強化のため、利用者健康診断を1回、防災 

訓練を2回実施した｡ 

 

 

（22）吉井障害者自立支援センター（こはぎ） 

ア 就労継続支援B型 

一般企業での就労や適応が難しい障害のある方に対し、福祉的就労の場と生産活 

動の機会を提供した。利用者一人ひとりの状況に寄り添い、個別支援計画に基づく 

支援を継続することで、日々の活動を通じた自立への歩みを丁寧に支えた。 

 

㋐ 利用定員            20人（在籍数:16人） 

㋑ 開所日数          242日 

㋒ 延べ利用人数    3,048人 

㋓ 就労支援事業内容 

・製造､販売作業(花卉の生産販売､花壇管理) 

・組立作業(自動車部品、入浴剤袋詰め等) 

・清掃作業、除草作業(吉井福祉センター、吉井中央公園) 

㋔ 就労支援事業状況 

上記生産活動等により11,469,877円の売上高を得て、必要経費を控除し 

6,742,088円を利用者に工賃として支給した｡ 

㋕ 利用者家族と連携を図るため、｢家族連絡会議｣を１回開催した。参加家族が 

少ないため令和7年度も1回開催とする。（2月） 

㋖ 利用者の慰労や相互の親睦を図るため、慰労会を開催した｡また、地域との 

交流を図るため｢福祉センター・こはぎ祭｣を開催した。さらに、季節行事とし

て クリスマス会を実施し、春には生活介護と就労Bが共同でお花見外出を行う

など、年間を通じて多様な交流と親睦の機会を設けた。 

㋗ 利用者の健康管理及び防災体制の強化のため、利用者健康診断を1回、防災 

訓練を2回実施した｡ 

 

イ 生活介護 

常時介護や支援を必要とする障害のある方に対し、入浴・排泄・食事などの日常 

生活面での介護を行うとともに、創作活動や生産活動の機会を提供した。利用者一 

人ひとりの状況に応じた個別支援計画に基づき、必要な支援や訓練を継続すること 

で、日々の生活をより安心して過ごせるよう丁寧に支援した。 

 

㋐ 利用定員            10人(在籍数:11人) 
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㋑ 開所日数          242日 

㋒ 延べ利用人数    1,879人 

㋓ 生活介護事業内容 

・食事、排泄時等の個々に必要な介護 

・入浴（月･木）､音楽活動（金）、スヌーズレン、図書館（月1）、レクリエー 

ション、歩行訓練･外気浴、保健センター多目的室を利用しての運動（週1）、 

外出 等 

・日常生活･身体機能等の維持向上訓練 

・生産活動(組立作業等)、創作活動(マット編み等) 

㋔ 利用者家族と連携を図るため、｢家族連絡会議｣を1回開催した。参加家族が 

少ないため令和7年度も1回開催とする。（2月） 

㋕ 利用者の教養･娯楽活動の一環として、誕生会、その他の季節行事を開催し 

た｡また、地域との交流を図るため「福祉センター・こはぎ祭」を開催した。 

さらに、年間行事としてクリスマス会を実施し、春には生活介護と就労Bが共

同でお花見外出を行うなど、多様な活動を通して利用者の楽しみと交流の機会

を充実させた。 

㋖ 利用者の健康管理及び防災体制の強化のため､利用者健康診断を1回、防災訓 

練を2回実施した。 

 

 

（23）地域活動支援センター(さくらそう・こばと) 

利用者が創作及び生産活動する機会を提供し、社会生活に適応できるよう支援 

に努めた｡ 

 

ア 開所日数及び利用者在籍状況 

施 設 名 定  員 在籍者数 開所日数 年間利用人数 

箕郷福祉作業所 20人 12人 239日 2,442人 

群馬福祉作業所 10人  6人 239日 1,085人 

 

イ 作業内容 

㋐ 箕郷福祉作業所(さくらそう) 

・就労支援  ホチキス針箱袋詰、張り子検品等、布団生地分別、ゴム切り、野菜 

        袋詰、箕郷福祉会館清掃、オリジナル製品作製 

・自立支援  生活指導、みんなの会(年12回) 

・行事、レクリエーション事業 

体操指導(年6回)、音楽の日(月1回)、季節行事（七夕、レクリエーショ 

ン大会、クリスマス会、豆まき、ひな祭り）、ボランティアとのランチ 

交流会 

・そ の 他  運営委員会兼保護者会(年2回)、個別面談（2月） 

 

㋑ 群馬福祉作業所(こばと) 

・就労支援  ホチキス針箱詰・袋詰、オリジナル製品(マット・巾着・雑巾等)製作、 

群馬福祉会館除草清掃、物品袋入れ、シール貼り作業 

・行事、レクリエーション事業 

花見、七夕、施設外研修（残暑払い）、クリスマス会、節分、 

ひな祭り 

・そ の 他  やるベンチャー受入、個別面談実施(2月) 
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（24）児童館事業 

児童が健全で安全な遊びを通じて、心身の発達を図り豊かな情操を育むことを 

目的に運営する｡年齢が異なる児童が交流する中、多様な遊びや活動に参加できる 

よう工夫し、地域での子育ての拠点として活用されている｡ 

 乳幼児・児童が安全に過ごせる環境について、「安全計画」を基に、危険回避 

に関する見直しを行い、職員間で共通理解を深めた。 

各館がより自館の実情にあった安全対策を構築し、感染症対策も含め、来館者 

が安心、安全に利用ができるよう環境を整えて運営を行った。 

 

利用状況      

施 設 名 年 度 開館日数  児 童 保護者 合 計 主な事業内容 

倉賀野児童館 
6年度 293日 5,647人 4,017人 9,664人 おもちゃの日、

季節の行事、 

親子遊び、 

誕生会、子育て

講座、卓球、 

習字・絵画・ 

工作教室等 

 

7年度 292日 5,503人 3,865人 9,368人 

豊岡児童館 
6年度 293日 6,768人 4,292人 11,060人 

7年度 292日 7,633人 4,183人 11,816人 

井野児童館 
6年度 293日 8,952人 6,873人 15,825人 

7年度 292日 9,914人 7,115人 17,029人 

群馬児童館 
6年度 293日 6,572人 5,482人 12,054人 

7年度 292日 7,058人 5,819人 12,877人 

 

 

（25）おもちゃの図書館事業 

発達の遅れが心配な子どもたちが､たくさんのおもちゃと豊かな遊びを通じて言 

語等の発達や社会性が育まれるよう支援した｡ 

 

ア 開設場所  高崎市総合福祉センター１階 

イ 開 館 日  毎週月曜日～土曜日 

ウ 利用状況                                               

 
6年度 7年度 

児 童 保護者等 児 童 保護者等 

利用者人数 804人 721人 1,239人 1,201人 

開 館 日 数 292日 287日 

 

 

（26）長寿センター事業 

60歳以上の市民の健康づくりを推進するとともに、各教養教室開催等により福 

祉の増進を図った｡ また、群馬長寿センターにおいては新たにポールウォーキン  

グ及び歌謡吟詠を行う自主活動グループを組織化し、それぞれの活動を支援して 

いる。 

 

利用状況                                

施 設 名 年 度 開館日数 利用人数 実施事業 

群馬長寿センター 
6年度 291日 35,261人 各種教養教室 
７年度 292日 38,679人 
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新町長寿センター 
6年度 242日 16,624人 介護予防体操 

介護予防教室等 7年度 241日 17,316人 

新町鉄南長寿センター 
6年度 243日 8,142人 

7年度 242日 6,920人 

 

 

（27）各団体事務局の運営及び支援 

ア 高崎市共同募金委員会事務局の運営 

イ 高崎市民生委員児童委員協議会事務局の運営 

ウ 倉渕、箕郷、群馬4地区、新町、榛名及び吉井地区民生委員児童委員協議会の支援 

エ 地区社会福祉協議会事務局の運営(倉渕、箕郷、群馬、新町、榛名、吉井) 

オ 高崎市ボランティアグループ連絡協議会事務局の運営 

カ 高崎地区更生保護女性会への支援 

キ 高崎地区更生保護女性会支部への支援(箕郷､群馬) 

ク 地区長寿会連合会への支援(倉渕、箕郷、新町、榛名、吉井) 

ケ 箕郷町身体障害者団体及び箕郷地区の各ボランティア団体への支援 

コ 高崎市身体障害者団体連合会群馬支部及び群馬地区ボランティアグループ連絡協

議会への支援 

サ 榛名地区身体障害者団体への支援 

シ 吉井町ボランティアの会、吉井町身体障害者連合会及び吉井心身障害児(者)父母 

の会への支援 

 

 

（28）社会福祉関係実習生の受入れ 

社会福祉関係の大学や専門学校、看護学校等から実習生を受け入れ、将来の地 

域福祉を担う学生等に対し、社会福祉協議会の業務について実習指導を行った。 

 

実習受入れ状況 

内  容 受入数 

ソーシャルワーク実習 2人 

児童保育関係実習 7人 

介護福祉士実務者研修 1人 

介護支援専門員実務研修 1人 

地域包括ケア実習 8人 

地域・在宅看護論実習 50人 

老年看護学実習 60人 

 

 
（29）講師派遣 

  関係機関等が行う研修会に講師依頼があった際に職員派遣を行った。 

   
派遣先 件数 

関係団体等 11件 

地区社協等 2件 

 



 

 

 

- 20 - 

 

 

３ 公益事業 
（１）福祉会館事業（指定管理） 

福祉センター1館と福祉会館2館の指定管理を市から受け、施設の有効利用に努めた｡ 

 
利用状況                                         

施 設 名 
6年度 7年度 

開館日数 利用者人数 開館日数 利用者人数 

倉渕福祉センター 319日 44,156人 315日 50,128人 

箕郷福祉会館 293日 3,805人 292日 4,179人 

群馬福祉会館 293日 35,416人 292日 32,234人 

 

 

（２）高齢者あんしんセンターの運営(受託事業) 

高崎市内にある日常生活圏域46ヶ所のうち、北･東･西地区を担当し、地域住民 

の保健福祉の向上及び福祉の増進を目的に、地域住民の心身の健康保持及び生活 

の安定のための支援を包括的に行った｡ 

 

ア 総合相談支援業務 

地域における関係者とのネットワークを構築するとともに、積極的に地域に出向 

き、相談を受け、適切な保健･医療･福祉サービス関係機関や制度利用につなげる支 

援を行った｡ 

項  目 6年度 7年度 

相談件数合計(延べ) 5,104件 4,005件 

相談方法 

電話 3,992件 2,920件 

来所 313件 332件 

訪問 694件 648件 

その他 105件 105件 

主に認知症に係る相談(延べ) 
65歳以上 196人 99人 

65歳未満 0人 6人 

 

イ 権利擁護業務 

地域の住民や民生委員、介護支援専門員などの支援だけでは十分に問題解決 

    ができない、適切なサービス等につながる方法がみつからない等の困難な状態 

の高齢者が、地域において安心して尊厳ある生活を行うことができるように支 

援した｡ 

 

延べ件数                                

 項  目 6年度 7年度 

権利擁護に関する相談 200件 205件 

相談内容 

成年後見 45件 70件 

措置の支援 22件 7件 

地域福祉権利擁護 31件 18件 

高齢者虐待 102件 111件 
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消費者被害 0件 8件 

                       ※相談内容は重複分を含む。 

 

ウ 包括的･継続的ケアマネジメント支援業務 

高齢者が住み慣れた地域で暮らすことができるよう､介護支援専門員､主治医､ 

地域の関係機関等多職種の機関が連携をし､個々の高齢者の状況や変化に応じて､ 

包括的かつ継続的なケアマネジメントが実現できるように後方支援を行った｡ 

  

 
ケアマネ個別 

相談件数 

支援事業 

(研修会等)実施 

6年度 869件 4件 

7年度 699件 2件 

 

エ 地域ケア会議の推進 

介護支援専門員、地域関係者、介護サービス事業者、保健医療関係者等の他 

    職種が参加し、多角的視点から検討を行い、課題解決に向けて地域ケア会議を 

開催した。 

 

          地域ケア会議 

6年度 2件 

7年度 3件 

 

オ 認知症施策の推進 

認知症の人に対し、状態に応じた適切なサービスが提供されるように、認知 

    症専門医療機関や介護サービス従事者等、地域において認知症の人を支援する 

関係機関との連携を図った｡また、地域住民が認知症を正しく理解し、認知症の 

方やその家族が、住み慣れた地域で安心して生活できるよう啓発活動を行った｡ 

 

 認知症サポーター 

養成講座 

認知症についての 

講話 

6年度 3回 9回 

7年度 3回 9回 

 

カ 在宅医療･介護連携の推進 

在宅医療に関する相談について､在宅医療･介護連携拠点へ情報を提供し､連携 

を図った｡ 

また､市と協働して在宅医療･介護サービスの提供体制の整備を推進した｡ 

 

キ 生活支援サービスの体制整備 

第２層協議体(北･東･西地区)では、日常生活圏域等における各地域の支え合 

    いの創出に向けて協議体を設置した｡社会資源やニーズに関する情報収集､生活 

支援の担い手の養成､資源･サービスの開発や関係者のネットワーク化に向けて 

の検討会を月１回の定例会として開催した｡ 

 

開催状況 

 事業名 開催数 延べ参加人数 備 考 

6年度 第2層協議体（地域支え合い北東西） 12回 153人  
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7年度 第2層協議体（地域支え合い北東西） 12回 140人  

 

ク 一般介護予防事業 

筋力体操やストレッチ、脳トレ等の介護予防に取り組むことによって、自立 

    の促進を図り、社会参加意欲を高めた｡ 

 

 事業名 開催数 延べ参加人数 備 考 

6年度 元気はつらつ教室 26回 358人 2ヶ所にて開催 

7年度 元気はつらつ教室 26回 329人 2ヶ所にて開催 

 

ケ 地域が実施する活動への支援 

サロン等の充実に向けて支援する中で、介護予防の普及啓発を行った｡ 

 

 地区サロン 

6年度 56回 

7年度 60回 

 

コ 地域の関係機関との連携  

地域関係者や介護サービス事業者、保健医療関係者等との連携を図り、地域 

    の高齢者の見守りや支援についての情報交換や高齢者本人の課題解決について 

話し合いを行った｡ 

 

   地域連携会議 運営推進会議 

6年度 3回 5回 

7年度  6回 7回 

   

サ 在宅福祉サービスに関する業務 

高齢者が介護保険外の在宅サービスを適切に利用できるように支援した｡ 

 

項  目 6年度 7年度 

介護保険・介護保険以外サービス

等申請手続き代行 
167件 235件 

 

 

（３）法人後見事業 

日常生活自立支援事業の利用者などが、判断能力が低下した後にも引き続き住み慣 

れた地域で安心して生活できるよう後見人等の受任を行った。 

     

新規受任件数  2件（類型：保佐2件） 

現在の受任件数 5件（類型：後見3件、保佐2件） 
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４ 収益事業 
 

財源確保のため収益事業を行い、健全な経営と利益の効率化に努めた｡ 

 

種     別 場    所 従業員数 備    考 

売 店 経 営 倉渕福祉センター 2人(兼務) 通年 

自 動 販 売 機 設 置 中央公民館  1台 - 通年 

土 地 建 物 賃 貸 片岡町3丁目 - 
 障害者グループホーム用の 

土地・建物をNPO法人に賃貸 

 

 


